


会場開催概要

主催者からのメッセージ

北海道大学は、数理・データサイエンス・AI 教育強化拠点コンソーシアムの北海道ブロック拠点校および代表校に選定され、これ
らの分野で活躍する人材の育成を目指して活動を展開しています。また、地域社会や産業界との連携を強化し、北海道における数理・
データサイエンス・AI 教育の発展にも力を注いでいます。このたび、北海道大学 数理・データサイエンス教育研究センターでは、デー
タサイエンスを身近に感じていただき、理解を深める契機として、北海道大学データサイエンスシンポジウム 「未来展望 × データ
サイエンス」を開催いたします。是非、この機会にご参加ください。

北海道大学データサイエンスシンポジウム
「未来展望 × データサイエンス」

日時
　2025 年 1月24日金曜日
　13:00 ~ 17:00 ( 開場 12:30)

テーマ

会場
　北海道大学 フロンティア応用科学研究棟 鈴木章ホール
　北海道札幌市北区北 15 条西８丁目

参加・申し込み方法
　事前申し込み制 ( ハイブリッド開催 )　
　締め切り：１月23日木曜日12:00

無料

https://x.gd/ZvArO定 員：会場 200 人　オンライン 200 人

農村滞在や農業の手伝いを趣味にする
→スマート農業ラボに所属し、無人トラクタに感動
→山奥の集落に出会い農業への考え方を変える
→対話型の農耕ロボットを開発する。未踏 IT 採択
→富山県の山村で４ヶ月過ごしロボ開発の傍ら稲作文化を見出す

東京大学大学院 総合文化研究科 言語情報科学専攻 大関研究室 博士 1年。自然言語処理分野の研究に従事
し、難関国際会議に多数論文を執筆し、2024 年には LREC-COLING で Best Paper Award を受賞。
また、自らのプレー経験を活かし、東京大学サッカー部にデータ活用に特化した組織 UTokyo Football 
Lab. を組織し、サッカーにおける深層学習技術の応用研究やプロダクト開発を行う。未踏スーパークリ
エイタ。柏レイソルU-18 出身、元U-15/16 サッカー日本代表候補。

2015 年に東京理科大学修士課程修了後、同年に日本電気株式会社 (NEC) に研究開発職として入社。
大学院で専攻していた統計解析・品質管理を活かし、生産技術の研究開発に取り組み、生産現場の IoT 化・
自働化による工場のコンサルティングに従事。2025年1月より株式会社hootfolioの創業メンバーとして、
causal AI を活用したソリューション “causal analysis” のデータサイエンスチームを牽引。
マーケティング・人的資本・まちづくりの領域で活動中。


